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１ ESD（Education for SustainableDevelopment:
持続可能な発展のための教育）はユネスコが主
導する価値教育の一つで、グローバル人材の育
成を目指す。ただし総合的な学習の時間との関
連だけではなく、社会科、理科、家庭科、算数、
国語、体育など様々な教科での実践報告がある。
２ ユネスコスクールが総合的な学習の時間でESD 
に積極的に取り組んできた経緯は河野（2018）
に詳しい。河野によれば、総合的な学習の時間
とESD が結び付けられたのは平成20 年度版学習
指導要領の改訂においてである。
３ PISA 調査においては、課題について自分で積極
的に考える力や、知識や技能を実際の生活場面
で活用する力を「学力」として測定することを
試みている。
４ 我が国で実施される全国学力調査がA、B 問題に
分けて出題されるのもPISA型学力を意識しての
ことである。
５ 野澤は、総合的な学習の時間で取り扱うことを
前提に、教科教育における環境教育実践状況を
検討しているが、冒頭で「持続可能な社会の構築」
について触れている等、様々な場面でESD が言
及される状況である。
６ 中教審「21 世紀を展望した我が国の教育のあり
方について」（1996）の提言にみられる国際理解
澤柿教淳（2017）「『Hy-brid評価軸』を用いた評価
に関する研究―『総合的な学習の時間』におけ
る『自己の生き方』に関わる評価基準の設定の
試み―」教育総合研究　創刊号　pp.55-66, 2017
生田淳一・冨安浩樹・齊藤淳（2018）「基礎実習（生
活科・総合的な学習の時間）における模擬授業
作りの実践」福岡教育大学紀要　67号　pp.1-5
鋤柄圭祐・加納誠司（2018）「総合的学習と小学校
英語の有機的な関連はいかに可能か―コミュニ
ケーション主義とその前提としての『グローバ
ル化』を問い直す」愛知教育大学教職キャリア
センター紀要　vol.3 pp.1-7
P.グリフィン他編著／三宅なほみ監訳（2014）『21
世紀型スキル　学びと評価の新たなかたち』北
大路書房
ドミニク・S・ライチェン他編著／立田慶裕監訳
（2006）『キー・コンピテンシー　国際標準の学
力を目指して』明石書店
増田とよ子（2018）「主体性や発信力を培う国際理
解教育」滋賀大学教育学部附属中学校研究紀要 
（60）, pp.128-131
伊藤貴史（2017）「総合的な学習の時間における
国際理解教育の授業実践―日中共同『異己』理
解・共生プロジェクトを通して―」教育実践研
究　第27集　pp.247-252
野澤良太・浦出俊和・上甫木昭春（2018）「関西地
域の小学校における自然環境教育の実施状況と
校区内の自然環境との関係」ランドスケープ研
究　81（5）pp.715-720
竹村景生他（2018）「ESD佐保川流域プロジェクト
（４）」奈良教育大学次世代教員養成センター研
究紀要　4巻　pp.185-192
佐藤園・佐藤大介・篠原陽子（2018）「ESDを視点
とした家庭科授業開発研究」岡山大学教師教育
開発センター紀要第8号　pp.109-122
白井克尚・行田臣（2018）「主体的・対話的で深い
学びを実現した総合的な学習の時間のカリキュ
ラム・マネジメントに関する事例研究―小3『詩
のボクシング』の実践の検証を通じて」　東邦学
誌　第47巻1号　pp.19-36
谷村綾子(2017)「世界市民教育と『総合的な学習の
時間』のカリキュラム接合に関する検討」千里
金蘭大学紀要第14号 pp.47-53 
東野充成・大田真彦（2018）「ノルウェーの教育課
程におけるシティズンシップ教育」吸収工業大
学教養教育院紀要　2号　pp.63-80
（ 66 ）
千里金蘭大学紀要　15　057−067（2018）
教育の目標は以下のとおり。①異文化理解・尊重・
共生できる資質と能力、②自己の確立、③コミュ
ニケーション能力。「語学力にとどまらず、新た
な価値を生み出せる創造力、自らの考えや意見
を発信する能力を養う」のが国際理解教育とさ
れた。
７ 鋤柄らは、総合的な学習の時間と小学校英語の
有機的な関連について、「英会話教育化問題」を
指摘している。そして「グローバル化」を問い
直す必要性を指摘する。
８ 河野（2018）によればESD カレンダーの発案者
は東京都江東区立八名川小学校手島利夫校長で
ある。
９ これを内容知／方法知とする研究者もいる。
10 先述の中教審答申（21 世紀展望・1996）には「国
際的に評価されるためには、個人として自己を
確立しなければならない。自分自身の座標軸を
明確に持つことが極めて重要」とある。
11 大学と教育委員会が留学生の講師派遣について
協力体制をとっている大阪大学の例などがある
（伊藤2016）。
12 澤柿は22 項目の道徳的諸価値を提示し、総合的
な学習の時間の評価の観点、評価基準が学校ご
とに一様でないことも指摘している。
13 キャリア教育の実践については、学力の向上に
直結を企図しない、将来の生徒の自己実現を促
す学習活動、教科学習で培う学力と主体的な学
習力は方向性の異なるものではない、等、方向
性を明確にしてアクティブ・ラーニングを推進
する実践がある一方で、進路指導の一端を直接
担う「履歴書の作成、面接指導、学力テスト、
進路ガイダンスの指導等を行」うような例もあ
り（山岡2018）、教育活動としてどこまでの資質・
能力の育成を視野に入れているかは、様々である。
14 シティズンシップ教育と総合的な学習の時間の
関係については拙稿（谷村（2017））において検
討したところであるので、詳述は省く。
15 国際理解教育の実践報告の中でも、多様性の尊
重や差異の尊重についての言及はあるものの、
「受け入れる」ことが当事者の権利保障にまでは
つながっていない場合もある。現実にはこのこ
とが新たな差別を生む可能性もあるため、差異
の尊重は、最終的には「主権意識」にまで結び
付かないと意味がない。
（ 67 ）
「多様性に開かれた社会」と総合的な学習の時間の探求課題の関係性 

